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ム
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一　

問
題
設
定
─
ム
ス
リ
ム
と
は
誰
か

　

ム
ス
リ
ム
と
は
誰
か
。
ム
ス
リ
ム
か
ど
う
か
を
決
め
る
権
利
は
誰
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
判
断
基
準
に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
に

決
め
る
べ
き
か
。
自
称
と
他
称
は
ど
ち
ら
を
尊
重
す
べ
き
か
。
教
義
を
重
視
す
べ
き
か
、
宗
教
実
践
に
注
目
す
べ
き
か
。
判
断
基
準
は
ど
の
よ

う
に
設
定
す
べ
き
で
、
そ
の
う
ち
ど
れ
を
優
先
す
べ
き
か
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

　

本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
あ
る
「
不
信
仰
者
（kāfir

）」
と
さ
れ
る
宗
派
│
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
・
カ
ー
デ
ィ
ヤ
ー
ン
派）

1
（

│
の
事
例
を
用
い
て
、

ム
ス
リ
ム
の
境
界
／
周
縁
を
め
ぐ
る
議
論
の
整
理
を
試
み
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
学
者
の
東
長
靖
は
「
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
一
分
派
で

あ
る
か
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
別
の
宗
教
で
あ
る
の
か
を
決
定
す
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
（
東
長　

二
〇
〇
九
）。

シ
ー
ア
派
を
研
究
す
る
菊
池
達
也
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
「
異
教
」
の
境
界
線
は
曖
昧
で
可
変
的
で
あ
り
、
万
人
が
認
め
る
定
義
を
作
る
の
は

難
し
い
と
し
て
判
断
を
避
け
、「
異
教
徒
の
研
究
者
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
か
ど
う
か
の
境
界
線
を
無
理
に
引
く
必
要
は
な
い
」
と
い
う
立
場
を
取

る
（
菊
池　

二
〇
〇
九
：
二
四
四
）。
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筆
者
は
二
〇
一
二
年
以
来
、
東
日
本
大
震
災
時
に
、
教
団
の
メ
ン
バ
ー
が
筆
者
の
叔
父
が
い
た
石
巻
市
立
湊
小
学
校
避
難
所
で
支
援
活
動
を

し
て
い
た
と
い
う
奇
縁
に
導
か
れ
て
、
不
信
仰
者
宣
言
（takfīr

）
を
受
け
、
英
領
イ
ン
ド
で
ス
ン
ナ
派
か
ら
分
派
し
、「
一
般
に
イ
ス
ラ
ー
ム

の
枠
外
と
さ
れ
る
」（
東
長　

二
〇
〇
九
）
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
教
団
を
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多
数
派
ム
ス
リ
ム
か
ら
は
イ
ス
ラ
ー
ム

で
は
な
い
も
の
を
イ
ス
ラ
ー
ム
と
し
て
論
じ
て
い
る
と
批
判
さ
れ
た
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
の
程
度
を
心
配
さ
れ
た
り
し
、
研
究
者
仲
間
か
ら

は
彼
ら
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
範
疇
に
含
め
る
の
か
に
つ
き
、
立
場
表
明
を
求
め
ら
れ
た
り
し
た
。
彼
ら
は
非
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
い
う
フ
ァ
ト

ワ
ー
が
、
一
九
七
四
年
に
世
界
ム
ス
リ
ム
連
盟
（
一
九
六
二
年
設
立
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
イ
ス
ラ
ー
ム
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
は
最
大
規
模
。
本
部

メ
ッ
カ
。
最
大
の
支
援
国
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）
か
ら
出
て
い
る）

2
（

。
こ
れ
を
理
由
に
、
研
究
者
と
し
て
彼
ら
を
ム
ス
リ
ム
と
表
記
す
べ
き
で
は

な
い
、
と
い
う
趣
旨
の
査
読
意
見
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
る）

3
（

。
イ
ス
ラ
ー
ム
学
を
専
門
と
し
な
い
筆
者
が
分
派
に
つ
い
て
論
じ
る
の
は
僭
越
で
は

あ
る
が
、
研
究
上
の
必
要
ゆ
え
に
、
本
研
究
ノ
ー
ト
で
ム
ス
リ
ム
の
境
界
／
周
縁
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
、
整
理
す
る
。

　

宗
教
学
の
異
端
（heresy

）
と
い
う
用
語
は
そ
も
そ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
の
借
用
語
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
歴
史
の
影
響
を
強
く
受

け
る
（R

udolph 2005: 3920

）。
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
異
端
や
異
教
を
判
断
す
る
主
体
は
教
会
で
あ
っ
た
た
め
、
研
究
者
が
そ
れ
を
判
断
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
宗
教
学
で
は
、
世
界
の
主
要
な
宗
教
の
異
端
と
正
統
に
つ
い
て
は
、
教
え
と
教
義
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が

さ
れ
て
き
た
（Treacy-C

ole 1999: 408

）。

　

一
方
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
に
は
分
派
学
と
い
う
、
そ
の
た
め
に
発
展
し
た
学
問
分
野
が
あ
る
。
し
か
し
分
派
学
は
い
わ
ゆ
る
「
護
教
の
学
」
で

あ
り
、
現
代
の
研
究
者
に
何
ら
か
の
判
断
材
料
を
提
供
で
き
る
性
質
の
学
問
で
は
な
い
（
東
長　

二
〇
〇
九
）。
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
は
カ
ト

リ
ッ
ク
の
教
会
の
よ
う
な
権
威
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
持
た
な
い
。
そ
の
た
め
、
あ
る
集
団
が
分
派
な
の
か
イ
ス
ラ
ー
ム
の
枠
外
の
異
教
な
の
か

を
、
研
究
者
自
身
が
個
々
の
事
例
に
つ
き
判
断
す
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
東
長
は
「
あ
る
宗
教
の
枠
内
に
留
ま
る
一
分
派
や
異
端
な

の
か
、
別
の
宗
教
な
の
か
を
決
定
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
」
と
指
摘
は
す
る
も
の
の
、
他
方
で
、
岩
波
の
「
分
派
」
の
付
図
で
は
、
ア
フ
マ

デ
ィ
ー
ヤ
や
バ
ハ
ー
イ
ー
教
を
「
一
般
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
枠
外
と
さ
れ
る
」
と
す
る
（
東
長　

二
〇
〇
九
）。
一
方
菊
池
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
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を
ス
ン
ナ
派
系
分
派
と
位
置
づ
け
る
（
菊
池　

二
〇
〇
九
：
五
四
）。
菊
池
は
「『
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
影
響
を
受
け
た
宗
教
文
化
』
と
い
っ
た
幅

広
い
枠
組
み
で
宗
教
的
少
数
派
を
捉
え
て
お
け
ば
十
分
な
の
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
派
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
枠
外
に
あ
る
と

自
認
す
る
バ
ハ
ー
イ
ー
教
を
も
包
摂
す
る
広
い
枠
組
み
を
提
唱
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
は
判
断
を
避
け
て
い
る
（
菊
池　

二
〇
〇
九
：
二
四

四
）。
異
教
徒
が
信
者
自
身
の
政
治
的
主
張
や
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
者
に
よ
る
狭
い
イ
ス
ラ
ー
ム
教
定
義
に
固
執
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い

う
菊
池
の
見
解
（
菊
池　

二
〇
〇
九
：
二
四
五
）
に
筆
者
も
賛
同
す
る）

4
（

。
し
か
し
筆
者
は
、
研
究
者
と
し
て
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
を
イ
ス
ラ
ー
ム

の
枠
内
／
枠
外
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
か
を
問
わ
れ
る
立
場
に
あ
る
。
よ
っ
て
本
研
究
ノ
ー
ト
の
目
的
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
境
界
／
周
縁
に
つ

い
て
何
ら
か
の
判
断
基
準
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
非
ム
ス
リ
ム
の
研
究
者
が
こ
の
問
題
に
足
を
突
っ
込
む
の
は
、
火
中
の
栗
を
拾
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
営
為
と
し
て
、
ム

ス
リ
ム
が
他
者
を
不
信
仰
者
と
名
指
し
す
る
こ
と
は
、
政
治
的
な
意
図
な
ど
か
ら
、
多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
（
苅
谷　

二
〇
一
七
）。

歴
史
的
に
は
、
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
を
公
認
し
た
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
七
代
カ
リ
フ
、
マ
ア
ム
ー
ン
が
行
っ
た
ミ
フ
ナ
（
異
端
審
問
）
が
有
名
で
あ

る
。
現
代
で
も
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
の
事
例
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
誰
か
を
不
信
仰
者
と
名
指
す
こ
と
が
特
定
の
政
治
的
な
意
図
を
持
ち
、

あ
る
種
の
政
治
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
「
異
端
」
と
は
必
ず
自
分
自
身
以
外
の
他
者
に
貼
る
レ
ッ
テ
ル
で

あ
る
と
の
八
木
谷
の
指
摘
は
、「
不
信
仰
者
」
に
も
あ
て
は
ま
る
（
八
木
谷　

二
〇
一
二
：
三
一
）。
そ
の
他
、
正
統
と
異
端
は
相
関
概
念
で
異

端
は
程
度
問
題
で
あ
る
こ
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
よ
う
な
正
統
を
定
義
し
、
担
保
す
る
権
威
主
体
が
な
い
こ
と
、
当
事
者
の
主

観
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
社
会
的
宗
教
的
な
文
脈
が
あ
る
。
よ
っ
て
判
断
を
避
け
る
菊
池
の
立
場
が
、
研
究
者
と
し
て
は
最
も
穏
当

で
無
難
と
い
え
る
。
し
か
し
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
を
研
究
す
る
筆
者
は
、
菊
池
の
よ
う
な
立
場
を
取
れ
な
い
。
論
文
中
で
彼
ら
を
ム
ス
リ
ム
と
書

く
か
書
か
な
い
か
を
問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
筆
者
は
以
下
の
四
つ
│
①
教
義
、
②
宗
教
実
践
、
③
自
己
（
集
団
）
認
識
、
④
他
者
に
よ
る
評
価
（
政
治
状
況
・

迫
害
状
況
を
含
む
）
│
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
枠
内
か
枠
外
か
の
判
断
基
準
に
据
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
い
。
非
ム
ス
リ
ム
が
学
術
的
に
判
断
す
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る
場
合
に
限
れ
ば
、
筆
者
の
専
門
分
野
で
あ
る
文
化
人
類
学
が
当
事
者
の
語
り
を
重
視
す
る
学
問
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
筆
者
は
④
他
者
評

価
よ
り
は
③
自
己
（
集
団
）
認
識
を
重
視
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

実
際
、
他
者
評
価
と
自
己
認
識
は
し
ば
し
ば
矛
盾
す
る
。
例
え
ば
遍
歴
の
修
行
者
を
意
味
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
ダ
ル
ヴ
ィ
ー
シ
ュ
に
由
来
す

る
名
字
を
持
つ
大
リ
ー
ガ
ー
、
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
は
、
父
親
が
イ
ラ
ン
人
の
シ
ー
ア
派
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
、
シ
ャ
リ
ー
ア
の
規
定
に
照
ら
せ
ば

生
ま
れ
な
が
ら
の
ム
ス
リ
ム
で
あ
る）

5
（

。
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
は
二
〇
一
〇
年
九
月
一
三
日
に
自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の
お
父

さ
ん
は
確
か
イ
ラ
ン
の
方
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
さ
ん
自
身
も
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」
と
い
う

問
い
に
「
し
て
な
い
で
す
よ
」
と
答
え
て
お
り
、
ム
ス
リ
ム
と
自
認
し
て
い
な
い
。
日
本
人
は
彼
の
自
認
を
も
と
に
、
彼
を
非
ム
ス
リ
ム
と
み

な
す
だ
ろ
う
。
し
か
し
棄
教
（ridda
）
は
大
罪
と
い
う
認
識
の
あ
る
ム
ス
リ
ム
に
は
、
棄
教
と
い
う
選
択
肢
は
あ
り
え
な
い
も
の
に
映
る
。

だ
か
ら
例
え
ば
筆
者
の
知
る
エ
ジ
プ
ト
人
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
「
彼
は
い
つ
か
イ
ス
ラ
ー
ム
に
戻
っ
て
く
る
。
今
は
若
い
か
ら
宗
教
に
関
心
が

な
い
だ
け
だ
。
彼
は
今
も
ム
ス
リ
ム
だ
」
と
考
え
る
だ
ろ
う）

6
（

。
こ
の
場
合
、
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
の
「
ム
ス
リ
ム
性
」
を
他
者
に
よ
る
評
価
と
自
己

認
識
の
ど
ち
ら
を
優
先
し
て
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
様
々
な
意
見
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
筆
者
は
自
己
認
識
を
採
り
た
い
。

　

以
下
の
章
で
、
こ
の
四
つ
の
判
断
基
準
に
沿
っ
て
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
の
ム
ス
リ
ム
性
を
検
討
す
る
。
結
論
で
、
政
治
性
の
高
い
事
案
に
い
か

に
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
研
究
者
と
し
て
筆
者
が
辿
り
つ
い
た
回
答
を
述
べ
る
。

二　

教　

義

　

預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
私
の
共
同
体
は
七
三
の
分
派
に
分
か
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
残
し
た）

7
（

。
三
木
は
分
派
を
「
そ
の
根
幹

部
が
形
成
さ
れ
る
に
あ
た
り
先
行
す
る
宗
教
集
団
か
ら
の
影
響
が
色
濃
い
と
認
め
ら
れ
る
集
団
」
と
概
念
化
す
べ
き
と
す
る
（
三
木　

二
〇
一

〇
：
二
九
五
）。
そ
し
て
異
端
を
矢
内
は
「
同
一
の
宗
教
内
に
お
い
て
、
正
統
と
み
な
さ
れ
る
考
え
・
立
場
と
対
立
す
る
か
、
一
致
し
な
い
考
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え
・
立
場
、
そ
れ
に
属
す
る
者
た
ち
」
を
指
す
と
す
る
（
矢
内　

二
〇
一
〇
：
二
六
八
）。
従
っ
て
分
派
も
異
端
も
、
正
統
と
同
じ
宗
教
の
枠

内
に
留
ま
る
。
異
教
は
そ
の
宗
教
の
枠
外
と
さ
れ
る
。

　

教
義
を
見
る
と
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
の
教
義
は
ス
ン
ナ
派
イ
ス
ラ
ー
ム
の
正
統
的
教
義
か
ら
は
か
な
り
か
け
離
れ
て
い
る）

8
（

。
た
だ
し
六
信
五

行
を
守
り
、
ク
ル
ア
ー
ン
と
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
重
ん
じ
、
基
本
的
に
は
ス
ン
ナ
派
の
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
の
学
説
に
従
う
な
ど
共
通
点
も
多
い
。
開
祖

の
ミ
ル
ザ
・
グ
ラ
ー
ム
・
ア
ハ
マ
ド
（
一
八
三
五-

一
九
〇
八
）
は
自
ら
を
預
言
者
か
つ
救マ
フ
デ
ィ
ー

世
主
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
や
仏
陀
、
ク
リ
シ
ュ
ナ

の
再
来
で
あ
る
と
説
い
た
。
正
統
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
教
義
上
の
最
大
の
相
違
点
は
開
祖
を
預
言
者
と
み
な
す
点
で
、
こ
れ
は
預
言
者
ム
ハ
ン
マ

ド
以
降
預
言
者
は
現
れ
ず
、
彼
を
「
預
言
者
の
封
印
（khātam

 al-anbiyā’

）」
と
す
る
正
統
な
教
義
と
は
相
容
れ
な
い
。
教
義
と
し
て
は
①
開

祖
の
預
言
者
性
を
認
め
る
（
た
だ
し
神
の
本
の
啓
示
は
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
で
終
わ
っ
た
と
す
る）

9
（

）、
②
イ
エ
ス
は
イ
ン
ド
ま
で
逃
れ
て
カ
シ

ミ
ー
ル
地
方
で
他
界
し
た
、
よ
っ
て
イ
エ
ス
の
復
活
も
な
い
と
し
、
ス
ン
ナ
派
の
終
末
論
が
認
め
る
イ
エ
ス
の
復
活
を
認
め
な
い）

10
（

、
③
開
祖
は

キ
リ
ス
ト
や
仏
陀
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
も
あ
る
と
す
る
、
こ
の
三
点
が
正
統
派
と
の
最
大
の
相
違
点
で
あ
る
。
開
祖
は
、
人
類

は
最
終
的
に
は
一
つ
の
普
遍
的
な
宗
教
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
も
説
い
た）

11
（

。
教
団
は
開
祖
の
死
後
は
カ
リ
フ
制
を
採
用
し
、
開
祖
か
つ
救
世
主
の

ミ
ル
ザ
ー
・
グ
ラ
ー
ム
・
ア
ハ
マ
ド
の
代
理
人
と
し
て
の
カ
リ
フ
を
擁
す
る
。
初
代
カ
リ
フ
は
開
祖
の
高
弟
で
開
祖
と
血
縁
関
係
は
な
か
っ
た

が
、
二
代
以
降
当
代
五
代
ま
で
の
カ
リ
フ
は
全
員
開
祖
の
一
族
で
、
教
団
内
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
。
そ
の
他
ク
ル
ア
ー
ン
の
翻
訳
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
、
政
教
分
離
を
と
り
国
家
の
優
越
を
認
め
る
こ
と
、「
誰
も
憎
ま
ず
全
て
の
人
に
愛
を
（Love for A

ll, H
atred for N

one

）」
と
い
う

彼
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
顕
著
に
表
れ
る
極
端
な
平
和
主
義
、
開
祖
が
説
い
た
剣
の
ジ
ハ
ー
ド
の
放
棄
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
開
祖
の
息
子
で

あ
り
、
改
革
者
と
い
う
別
名
を
持
つ
二
代
カ
リ
フ
が
整
え
た
高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
教
団
組
織
が
、
世
界
的
な
広
が
り
を
持
つ
教
団
を
纏
め
上

げ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
の
教
義
を
地
域
的
歴
史
的
文
脈
の
な
か
で
考
え
る
と
き
に
は
、
そ
れ
が
イ
ン
ダ
ス
川
中
流
の
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方
と
い

う
、
諸
宗
教
の
垣
根
が
低
い
と
い
う
文
化
的
特
徴
を
持
つ
地
域
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
ま
ず
考
慮
す
べ
き
で
あ
る）

12
（

。
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方
は
ヒ
ン
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ド
ゥ
ー
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
二
つ
の
宗
教
の
影
響
を
受
け
て
一
五
世
紀
に
成
立
し
た
ス
ィ
ク
教
の
発
祥
地
で
も
あ
り）

13
（

、
印
パ
分
離
独
立
以
前
は

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
、
ム
ス
リ
ム
、
ス
ィ
ク
教
徒
が
混
住
し
て
い
た
。
こ
の
地
域
に
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
廟
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
も
キ
リ
ス
ト

教
徒
も
ス
ィ
ク
教
徒
も
、
宗
教
の
垣
根
を
越
え
て
参
詣
す
る
伝
統
が
あ
る
（
加
賀
谷　

二
〇
〇
三
：
六
四
）。
開
祖
は
自
身
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
や

仏
陀
の
再
来
で
も
あ
る
と
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
や
仏
教
徒
の
取
り
込
み
を
図
っ
た
。
教
義
か
ら
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
は
現
地
宗
教
や
現
地
の

習
慣
に
迎
合
的
で
現
地
宗
教
と
の
融
和
を
志
向
す
る
、
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
的
な
傾
向
を
持
つ
と
い
え
る）

14
（

。

　

ま
た
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
が
興
っ
た
一
九
世
紀
に
は
、
マ
フ
デ
ィ
ー
思
想
が
反
植
民
地
運
動
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
、
各
地
で
マ
フ
デ
ィ
ー
と

称
す
る
者
の
扇
動
す
る
反
植
民
地
運
動
が
起
き
た
。
ス
ー
ダ
ン
の
マ
フ
デ
ィ
ー
教
徒
の
反
英
蜂
起
が
有
名
だ
が
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
も
平
和
的

な
ジ
ハ
ー
ド
運
動
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
文
脈
で
は
こ
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
う
る
。

　

な
お
政
教
分
離
や
高
度
な
組
織
化
な
ど
、
近
代
に
適
合
的
な
教
義
で
あ
る
こ
と
が
、
一
九
八
四
年
以
降
、
英
国
に
本
部
を
移
転
後
の
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
彼
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
大
き
さ
に
つ
な
が
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
総
じ
て
、
教
義
は
か
な
り
独
特
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三　

宗
教
実
践

　

教
義
は
か
な
り
独
特
だ
が
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
・
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
儀
礼
や
礼
拝
の
作
法
は
ス
ン
ナ
派
ム
ス
リ
ム
と
何
ら
違
わ
な
い
。
筆
者

と
彼
ら
と
の
付
き
合
い
は
六
年
以
上
に
な
る
。
そ
の
間
、
筆
者
は
彼
ら
の
独
自
性
に
驚
い
た
こ
と
は
何
度
も
あ
る
が
、「
彼
ら
は
ム
ス
リ
ム
で

は
な
い
」
と
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。
参
与
観
察
の
結
果
、
彼
ら
の
宗
教
実
践
が
、
筆
者
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
調
査
し
た
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ン
ナ
派

ム
ス
リ
ム
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
日
五
回
の
礼
拝
、
礼
拝
の
前
後
に
推
奨
さ
れ
る
追
加
の
礼
拝
を
す
る
こ
と
、
礼

拝
後
に
神
へ
祈
る
（duā

）
こ
と
、
生
理
中
に
は
礼
拝
を
控
え
る
こ
と
、
ラ
マ
ダ
ン
月
の
断
食
、
断
食
明
け
と
巡
礼
明
け
の
イ
ー
ド
を
祝
う
こ

と
、
イ
ー
ド
は
ハ
レ
の
日
で
、
イ
ー
ド
礼
拝
に
は
お
し
ゃ
れ
を
し
て
集
う
こ
と
、
飲
酒
と
豚
食
の
忌
避
、
男
女
の
空
間
分
離
、
ハ
ッ
ド
刑
の
一
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つ
で
あ
る
姦
通
罪
は
大
罪
と
い
う
認
識）

15
（

、
ク
ル
ア
ー
ン
を
読
み
、
覚
え
る
こ
と
な
ど
、
彼
ら
の
日
常
的
な
宗
教
実
践
は
ス
ン
ナ
派
ム
ス
リ
ム
と

何
ら
変
わ
ら
な
い
。
教
団
と
し
て
カ
リ
フ
制
を
と
り
カ
リ
フ
を
擁
し
、
カ
リ
フ
へ
の
崇
拝
の
念
が
あ
る
こ
と
や
、
カ
リ
フ
へ
の
手
紙
を
頻
繁
に

書
く
こ
と）

16
（

、
開
祖
を
救
世
主
と
み
な
す
こ
と
な
ど
、
教
義
に
つ
い
て
話
す
際
は
勿
論
違
い
を
認
識
す
る
が
、
一
般
信
徒
の
宗
教
生
活
は
、
ス
ン

ナ
派
ム
ス
リ
ム
そ
の
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
以
降
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
・
ム
ス
リ
ム
に
は
巡
礼
ビ
ザ
が
下
り
な
い
。

よ
っ
て
彼
ら
は
メ
ッ
カ
巡
礼
が
出
来
な
い
と
い
う
信
仰
上
の
問
題
を
抱
え
る
が
、
彼
ら
も
ム
ス
リ
ム
と
し
て
メ
ッ
カ
巡
礼
を
希
求
す
る
。
メ
ッ

カ
巡
礼
そ
の
も
の
を
教
団
や
信
徒
が
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

エ
ジ
プ
ト
人
ム
ス
リ
ム
と
の
宗
教
実
践
の
違
い
と
し
て
は
、
運
転
中
の
車
中
で
礼
拝
す
る
こ
と
（
メ
ッ
カ
の
方
向
に
礼
拝
が
で
き
な
く
な
る

の
で
エ
ジ
プ
ト
人
は
こ
れ
を
行
わ
な
い
）、
礼
拝
中
に
髪
の
毛
を
き
っ
ち
り
覆
わ
ず
、
ド
ゥ
ー
パ
ッ
タ
ー
（
パ
ン
ジ
ャ
ー
ビ
ー
ド
レ
ス
と
セ
ッ

ト
の
長
方
形
の
布
、
礼
拝
時
は
こ
れ
で
頭
髪
を
覆
う
）
か
ら
髪
の
毛
が
多
少
は
み
出
て
い
て
も
気
に
し
な
い
こ
と
（
エ
ジ
プ
ト
で
は
髪
の
毛
が

出
て
い
れ
ば
礼
拝
は
無
効
に
な
る
と
考
え
る
ム
ス
リ
ム
が
多
い
）、
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
気
に
し
な
い
こ
と
（
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
礼
拝
前
の
浄
め

（w
ud

4ū

）
の
水
が
撥
水
性
の
マ
ニ
キ
ュ
ア
に
よ
り
手
に
届
か
な
い
た
め
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
し
た
ま
ま
の
浄
め
は
無
効
と
す
る
解
釈
に
従
う
ム
ス

リ
ム
が
一
定
数
い
る
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
・
ム
ス
リ
ム
に
限
ら
ず
一
般
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
差
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
は
子
供
が
初
め
て
ク
ル
ア
ー
ン
を
全
て
詠
唱
し
た
際
の
お
祝
い

で
あ
る
、
ク
ル
ア
ー
ン
修
了
式
（taqrīb ām

īn

）
も
行
う
。
こ
れ
は
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
で
は
管
見
の
限
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
非
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
で
は
広
く
行
わ
れ
て
い
る
儀
礼
（khatam

 al-Q
urān

）
で
あ
り
（
服
部　

二
〇
一
五
：
一
七
）、

こ
れ
も
地
域
差
の
範
囲
で
あ
ろ
う
。
実
践
レ
ベ
ル
で
の
違
い
と
は
っ
き
り
言
え
る
の
は
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
・
ム
ス
リ
ム
が
エ
ジ
プ
ト
の
ム
ス

リ
ム
よ
り
も
選
択
礼
拝
（istikhāra. 

多
数
派
ム
ス
リ
ム
も
行
う
、
選
択
を
神
に
委
ね
る
た
め
に
行
う
自
発
的
礼
拝
。
こ
の
礼
拝
の
後
、
夢
な
ど

何
ら
か
の
形
で
神
意
が
伝
達
さ
れ
る
と
さ
れ
る
）
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
と
ス
ン
ナ
派
ム
ス
リ
ム
と
の
間
に
啓

示
に
関
す
る
見
解
の
相
違
が
あ
る
た
め
、
啓
示
夢
に
関
す
る
態
度
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
拠
る
（
詳
細
は
嶺
崎　

二
〇
一
八
）。
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宗
教
実
践
レ
ベ
ル
で
、
筆
者
は
彼
ら
に
異
教
性
を
感
じ
た
り
、
違
和
感
を
覚
え
た
り
し
た
こ
と
は
な
い
。
筆
者
が
彼
ら
を
ム
ス
リ
ム
と
呼
ぶ

の
に
た
め
ら
い
を
あ
ま
り
感
じ
な
い
の
は
、
彼
ら
が
ス
ン
ナ
派
ム
ス
リ
ム
と
ほ
ぼ
違
わ
ぬ
信
仰
生
活
を
送
る
ゆ
え
で
も
あ
る
。
先
行
研
究
は
、

彼
ら
の
宗
教
実
践
は
ス
ン
ナ
派
ム
ス
リ
ム
と
大
差
な
い
と
述
べ
つ
つ
も
、
そ
れ
を
重
視
せ
ず
に
主
に
教
義
に
基
づ
い
て
そ
の
逸
脱
性
や
異
教
性

を
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
宗
教
実
践
は
判
断
基
準
の
一
つ
と
し
て
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

四　

自
己
（
集
団
）
認
識

　

集
団
と
し
て
も
個
々
人
と
し
て
も
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
を
ム
ス
リ
ム
と
自
認
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
多
数
派
ム
ス
リ
ム
で
は
な
く
我
々
こ
そ

が
真
の
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
、
と
い
う
確
信
を
抱
い
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
教
団
は
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
迫
害
を
受
け
る
が
、
彼
ら
は
迫
害
を

自
ら
を
正
当
化
す
る
理
由
と
し
て
用
い
て
い
た
。
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
初
期
に
メ
ッ
カ
で
迫
害
さ
れ
た
よ
う
に
、
真
の
信
仰
と
迫
害
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
迫
害
さ
れ
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
す
な
わ
ち
我
々
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
の
信
仰
の
正
し
さ
を
証
明
し
て
い

る
、
と
彼
ら
は
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
パ
キ
ス
タ
ン
で
も
日
本
で
も
多
数
派
ム
ス
リ
ム
と
の
交
流
は
ご
く
少
な
い
。
ま
た
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
・
ム
ス
リ
ム
は
彼
ら
以
外
と
は

通
婚
せ
ず
、
多
数
派
ム
ス
リ
ム
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
と
結
婚
す
る
際
に
は
改
宗
す
る
必
要
が
あ
る
。
通
婚
範
囲
か
ら
見
れ
ば
彼
ら
は
多
数
派
ム

ス
リ
ム
と
一
線
を
画
し
て
い
た
し
、
多
数
派
ム
ス
リ
ム
と
自
己
と
を
区
別
し
て
も
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
彼
ら
の
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
自
認
を

強
化
し
こ
そ
す
れ
、
損
な
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

五　

他
者
に
よ
る
評
価
─
「
ム
ス
リ
ム
」
を
め
ぐ
る
政
治
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パ
キ
ス
タ
ン
で
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
は
一
九
七
四
年
の
憲
法
改
正
で
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
法
的
地
位
を
喪
失
し
た
。
一
九
八
四
年
の
反
ア
フ

マ
デ
ィ
ー
ヤ
法）

17
（

と
俗
に
言
わ
れ
る
軍
事
法
令
第
二
〇
条
の
施
行
以
降
、
彼
ら
は
国
家
に
よ
っ
て
い
わ
ば
公
然
と
迫
害
さ
れ
て
い
る
。
襲
撃
や
テ

ロ
の
標
的
に
な
り
、
迫
害
に
よ
り
命
を
落
と
し
た
信
徒
は
一
八
六
四
年
以
降
、
二
〇
一
七
年
一
月
時
点
で
二
八
四
名
に
上
る
。

　

教
団
は
一
九
四
七
年
の
印
パ
分
離
独
立
に
伴
い
、
イ
ン
ド
領
と
な
っ
た
発
祥
地
カ
ー
デ
ィ
ヤ
ー
ン
か
ら
集
団
で
パ
キ
ス
タ
ン
に
移
住
し
、
本

部
と
な
る
都
市
ラ
ブ
ワ
を
荒
地
に
ゼ
ロ
か
ら
建
設
し
た
。
教
団
は
ム
ス
リ
ム
と
し
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
属
す
る
こ
と
を
選
び
取
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
樹
立
を
目
指
す
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
、
ジ
ャ
マ
ー
ア
テ
・
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
に
敵
視
さ
れ
、
次
第
に
迫
害
対
象
に

な
っ
た
（
子
島　

二
〇
〇
二
：
一
一
二-

一
一
三
）。
一
九
八
四
年
の
軍
事
法
令
第
二
〇
条
に
よ
り
、
彼
ら
の
礼
拝
所
を
モ
ス
ク
と
呼
ぶ
こ
と
、

ム
ス
リ
ム
と
自
称
す
る
こ
と
、
ム
ス
リ
ム
の
よ
う
に
振
舞
う
こ
と
、
布
教
、
説
教
、
預
言
者
に
使
う
定
型
句
の
使
用
な
ど
が
禁
じ
ら
れ
た
。
具

体
的
に
は
信
仰
告
白
の
ア
ラ
ビ
ア
語
章
句
（「
ア
ッ
ラ
ー
以
外
に
神
は
な
く
、
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
で
あ
る
」）
を
彼
ら
の
モ
ス
ク

に
掲
げ
る
こ
と
や
、
ア
ザ
ー
ン
（
礼
拝
の
呼
び
か
け
）
の
朗
誦
、
開
祖
や
そ
の
妻
に
対
し
て
預
言
者
や
教
友
に
使
う
よ
う
な
定
型
表
現
（
ム
ス

リ
ム
は
固
有
名
詞
の
後
に
必
ず
、
預
言
者
に
は
「
彼
に
神
の
祝
福
と
平
安
あ
れ
」、
教
友
に
は
「
彼
を
嘉
し
た
ま
え
」
と
い
う
語
句
を
つ
け

る
）
を
使
う
こ
と
な
ど
が
禁
じ
ら
れ
た
。
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
ア
ラ
イ
ク
ム
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で
広
く
使
わ
れ
る
挨
拶
を
使
い
、
ム
ス
リ
ム
の

よ
う
に
振
舞
っ
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
罪
状
に
違
反
し
た
場
合
に
は
三
年
の
懲
役
刑
と
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ

る
。
同
年
、
四
代
カ
リ
フ
が
イ
ギ
リ
ス
に
事
実
上
の
亡
命
を
し
て
、
教
団
は
本
部
を
そ
れ
以
降
英
国
に
置
く
。

　

ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
を
対
象
と
し
た
大
き
な
攻
撃
と
し
て
は
、
一
九
五
三
年
の
戒
厳
令
ま
で
が
出
さ
れ
た
ラ
ホ
ー
ル
暴
動
、C

N
N

の
報
道
に

よ
れ
ば
九
八
人
が
犠
牲
に
な
っ
た）

18
（

、
二
〇
一
〇
年
五
月
二
八
日
の
ラ
ホ
ー
ル
で
の
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
・
モ
ス
ク
の
襲
撃
事
件
な
ど
が
あ
る
。
二

〇
一
五
年
一
二
月
に
は
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
警
察
が
初
め
て
ラ
ブ
ワ
の
教
団
本
部
に
踏
み
込
み
、
職
員
三
人
を
逮
捕
・
勾
留
し
、
図
書
館
の
蔵
書

を
押
収
し
た
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
は
政
治
的
な
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る）

19
（

。
国
家
が
宗
教
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
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一
方
的
に
「
ム
ス
リ
ム
で
は
な
い
」
と
法
で
定
め
、
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
で
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
を
我
々
／
彼
ら
と
い
う
二
項
対
立

の
他
者
、
身
近
な
「
敵
」
と
し
て
表
象
し
、
利
用
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
嶺
崎　

二
〇
一
三
）。
国
際
機
関
も
こ
の
国
家
に
よ
る
迫
害
に
は

異
を
唱
え
て
お
り
、
例
え
ば
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
迫
害
に
つ
い
て
何
度
か
報
告
書
を
出
し
て
い
る）

20
（

。

二
〇
一
〇
年
の
モ
ス
ク
襲
撃
事
件
の
際
は
当
時
の
国
連
事
務
総
長
潘
基
文
ら
が
声
明
を
出
し
た
。
迫
害
は
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
が
一
番
厳
し
い

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
も
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
問
題
は
政
治
問
題
化
し
て
い
る
（
佐
々
木　

二
〇
一
〇
）。
そ
の
他
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
が
世

界
ム
ス
リ
ム
連
盟
か
ら
も
非
ム
ス
リ
ム
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

　

ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
は
不
信
仰
者
宣
言
を
受
け
て
い
る
。
特
殊
な
教
義
を
信
じ
、
社
会
か
ら
迫
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー

ヤ
は
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
で
あ
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
共
通
点
が
あ
る
。
た
だ
し

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
は
一
般
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
枠
内
と
さ
れ
る
が
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
は
一
般
に
そ
の
枠
外
と
さ
れ
る
。
こ
の

違
い
は
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
枠
外
と
さ
れ
る
の
は
教
義
ゆ
え
で
は
な
く
、
不
信
仰
者
宣
言
を
受
け
る
ゆ
え
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。
菊
池
は
「
歴
史
上
、「
異
端
」
宗
派
に
対
し
て
タ
ク
フ
ィ
ー
ル
〔
不
信
仰
者
宣
言
〕
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
っ
た
（
中
略
）。
タ
ク
フ
ィ
ー
ル
は
共
同
体
の
分
裂
を
促
進
す
る
行
為
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
ウ
ラ
マ
ー
は
そ
の
濫
用
に
つ
い
て
否
定

的
で
あ
る
」
と
ま
と
め
る
（
菊
池　

二
〇
〇
九
：
五
三-
五
四
）。
不
信
仰
者
宣
言
の
濫
用
が
避
け
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
受
け
た
ア
フ

マ
デ
ィ
ー
ヤ
は
よ
ほ
ど
イ
ス
ラ
ー
ム
と
か
け
離
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
研
究
者
が
判
断
し
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

不
信
仰
者
宣
言
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
判
断
基
準
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
。
そ
の
不
信
仰
者
宣
言
は
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
が

ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
法
的
地
位
を
喪
失
し
た
の
と
同
年
の
一
九
七
四
年
に
、
お
そ
ら
く
パ
キ
ス
タ
ン
の
政
治
的
社
会
的
文
脈
を
踏
ま
え
て
出
さ

れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
で
、
教
義
、
宗
教
実
践
、
自
己
認
識
、
他
者
か
ら
の
評
価
と
い
う
四
つ
の
判
断
基
準
か
ら
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
の
信
仰
を
整
理
し

た
。
結
局
彼
ら
は
ム
ス
リ
ム
な
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
。
こ
こ
に
至
っ
て
も
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
文
化
人
類
学

と
い
う
当
事
者
の
語
り
を
重
視
す
る
研
究
分
野
を
専
門
と
す
る
筆
者
は
、
や
は
り
信
徒
た
ち
の
語
り
と
宗
教
実
践
と
を
判
断
基
準
と
し
て
大
事

に
し
た
い
。
加
え
て
後
述
す
る
政
治
的
理
由
か
ら
、
彼
ら
を
非
ム
ス
リ
ム
と
断
言
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

　

た
だ
し
、
宗
教
団
体
の
自
称
や
語
り
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
が
た
い
事
例
も
あ
る
。
幸
福
の
科
学
の
大
川
隆
法
の
公
開
霊
言
な
ど
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
研
究
者
が
カ
ル
ト
や
特
定
の
教
団
に
取
り
込
ま
れ
、
シ
ン
パ
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
も
常
に
あ
る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
事

件
発
覚
直
後
、
複
数
の
宗
教
学
者
が
教
団
を
庇
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
る
種
の
意
図
を
持
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
当
事
者
の
名

乗
り
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
研
究
者
と
し
て
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

同
様
に
研
究
者
は
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
に
限
っ
て
言
え
ば
、
彼
ら
を
非
ム
ス
リ
ム
と
断
じ
る
こ
と
が
否
応
な
く
孕
む
政
治
性
に
も
自
覚
的
に

な
り
、
そ
れ
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
は
っ
き
り
言
え
ば
、
今
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
政
治
社
会
的
状
況
下
で
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
を

非
ム
ス
リ
ム
と
研
究
者
が
断
じ
る
べ
き
で
は
な
い
。
筆
者
は
実
は
、
本
研
究
ノ
ー
ト
の
た
め
に
パ
キ
ス
タ
ン
に
入
国
禁
止
に
な
る
可
能
性
を
恐

れ
つ
つ
こ
れ
を
書
い
て
い
る
。（
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
は
パ
キ
ス
タ
ン
研
究
者
が
触
れ
た
が
ら
な
い
テ
ー
マ
だ
が
、
そ
れ
は
即
入
国
禁
止
に
な
る

可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
）。
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
が
主
体
と
な
っ
て
法
的
に
行
う
人
権
侵
害
や
迫
害
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
が
「
非

ム
ス
リ
ム
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
研
究
者
が
彼
ら
を
「
非
ム
ス
リ
ム
」
と
認
め
る
こ
と
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
政
策
を
間
接
的
に
せ
よ
支

援
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
研
究
を
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
以
上
、
非
ム
ス
リ
ム
と
断
じ
る
こ
と
に
は
慎
重

で
あ
る
べ
き
だ
。
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八
木
谷
涼
子　

二
〇
一
二　
『
な
ん
で
も
わ
か
る
キ
リ
ス
ト
教
大
辞
典
』　

朝
日
新
聞
出
版
。

矢
内
義
顕　

二
〇
一
〇
「
正
統
と
異
端
」
星
野
英
紀
・
池
上
良
正
他
編
『
宗
教
学
事
典
』
丸
善
、
二
六
八-

二
六
九
。

　

現
代
研
究
は
研
究
を
政
治
利
用
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
政
府
に
警
戒
さ
れ
入
国
禁
止
に
な
る
な
ど
の
危
険
を
孕
む
。
そ
の
中
で
学
問
に
対
し
て

真
摯
に
、
四
つ
の
判
断
基
準
を
政
治
的
社
会
的
文
脈
や
利
害
関
係
者
や
当
事
者
の
思
惑
等
を
も
踏
ま
え
て
精
査
し
、
個
々
の
宗
派
や
教
団
に
つ

き
都
度
判
断
す
る
以
外
に
、
さ
し
あ
た
っ
て
道
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
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注（
1
）　

歴
史
的
シ
リ
ア
は
、
現
在
の
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
レ
バ
ノ

ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
と
ト
ル
コ
の
一
部
を
含
む
地
中

海
の
東
部
沿
岸
地
域
を
さ
す
。

註（
1
）　

ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
は
二
代
カ
リ
フ
の
承
認
を
め
ぐ
り
、
ラ
ホ
ー

ル
派
と
カ
ー
デ
ィ
ヤ
ー
ン
派
に
分
裂
し
た
。
当
初
は
ラ
ホ
ー
ル
派
が

数
的
に
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
カ
ー
デ
ィ
ヤ
ー
ン
派
が
数
的

に
ラ
ホ
ー
ル
派
を
圧
倒
す
る
。
本
稿
で
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
と

き
、
そ
れ
は
カ
ー
デ
ィ
ヤ
ー
ン
派
を
指
す
。

（
2
）　
（M

oham
ed B

adar eds. et.el 2017: 143

）。
な
お
こ
のN

G
O

は
一
九
七
七
年
に
は
バ
ハ
ー
イ
ー
教
に
つ
い
て
も
同
様
の
フ
ァ
ト

ワ
ー
を
出
し
た
。

（
3
）　

こ
の
査
読
者
か
ら
は
非
常
に
鋭
い
、
筆
者
の
蒙
を
啓
く
コ
メ
ン

ト
も
頂
い
て
お
り
、
そ
の
卓
見
を
筆
者
は
疑
わ
な
い
。

（
4
）　

多
数
派
ム
ス
リ
ム
が
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
を
非
ム
ス
リ
ム
と
み
な

す
こ
と
に
異
議
を
唱
え
る
つ
も
り
は
な
い
。

（
5
）　

彼
の
子
供
た
ち
も
同
様
に
原
理
的
に
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
な

お
イ
ラ
ン
は
国
籍
の
放
棄
を
認
め
て
い
な
い
。
従
っ
て
ダ
ル
ビ
ッ

シ
ュ
は
（
日
本
国
籍
取
得
宣
言
を
し
た
事
実
と
は
無
関
係
に
）
未
だ

に
イ
ラ
ン
国
籍
を
も
持
つ
。
ま
た
イ
ラ
ン
の
国
籍
は
父
系
血
統
主
義

故
に
、
彼
の
子
供
た
ち
も
形
式
的
に
は
イ
ラ
ン
国
籍
を
持
つ
。
ア
メ

リ
カ
で
生
ま
れ
た
彼
の
第
三
子
は
、
申
請
す
る
か
ど
う
か
は
別
に
し

て
、
生
地
主
義
を
取
る
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
イ
ラ
ン
の
三
つ
の
国
籍

を
持
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
申
し
子
で
あ
る
。

（
6
）　

飲
酒
や
姦
通
な
ど
の
罪
を
犯
し
た
ム
ス
リ
ム
は
「
悪
い
ム
ス
リ

ム
」
で
あ
り
、
当
事
者
は
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
「
ム
ス
リ
ム
で
な
く

な
る
」
わ
け
で
は
な
い
。
飲
酒
や
姦
通
の
経
験
が
あ
る
ム
ス
リ
ム
を

筆
者
も
何
人
か
知
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
「
ム
ス
リ
ム
と
し
て
」
悪

い
こ
と
を
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
ム
ス
リ
ム
と
自
認
し
て

い
た
。

（
7
）　

ア
ブ
ー
・
ダ
ー
ウ
ー
ド
と
テ
ィ
ル
ミ
ズ
ィ
ー
の
『
ス
ナ
ン
』
に

採
録　
（Tirm

idhi H
adith no. 171, A

bu D
aw

ood H
adith no. 4579

）。 

（
8
）　

ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
の
教
義
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
把
握
で

き
て
い
な
い
。
救
世
主
存
命
期
と
そ
の
後
、
分
派
前
と
そ
の
後
な

ど
、
特
定
の
時
期
に
教
義
の
ど
の
部
分
が
強
調
さ
れ
、
ど
の
部
分
が

あ
え
て
語
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
や
、
教
義
の
変
遷
と
教
団
の
海
外
進

出
と
の
関
係
な
ど
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
9
）　

ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
は
、
預
言
者
に
は
ク
ル
ア
ー
ン
や
詩
篇
な

ど
、
神
の
書
を
啓
示
さ
れ
る
預
言
者
と
そ
う
で
な
い
預
言
者
が
い
る

と
し
、
神
の
書
の
啓
示
自
体
は
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
最
後
で
あ
る

と
す
る
。
た
だ
し
神
の
啓
示
と
い
う
権
能
が
ム
ハ
ン
マ
ド
以
降
失
わ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
開
祖
を
神
の
啓
示
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

預
言
者
と
み
な
し
た
。

（
10
）　
（M

irza 1944

↓2012

）。ス
ン
ナ
派
の
終
末
論
で
は
、イ
エ
ス
は

終
末
の
日
が
近
づ
く
と
復
活
し
、マ
フ
デ
ィ
ー
と
と
も
に
ダ
ッ

八
木
谷
涼
子　

二
〇
一
二　
『
な
ん
で
も
わ
か
る
キ
リ
ス
ト
教
大
辞
典
』　

朝
日
新
聞
出
版
。

矢
内
義
顕　

二
〇
一
〇
「
正
統
と
異
端
」
星
野
英
紀
・
池
上
良
正
他
編
『
宗
教
学
事
典
』
丸
善
、
二
六
八-

二
六
九
。
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ジ
ャ
ー
ル（
マ
フ
デ
ィ
ー
の
敵
）を
倒
す
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う
。

（
11
）　http://w

w
w

.ahm
adiyya.jp/%

E3%
82%

A
2%

E3%
83%

8F%
E3

%
83%

9E%
E3%

83%
87%

E3%
82%

A
3%

E3%
82%

A
2/

（
12
）　

筆
者
が
ス
ィ
ク
教
の
聖
地
、
ア
ム
リ
ッ
ト
サ
ル
を
訪
問
し
た

際
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
ア
ム
リ
ッ
ト
サ
ル
出
身
の
ガ
イ
ド
は
黄
金

寺
院
で
ま
ず
礼
拝
し
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
な
の
に
な
ぜ
ス
ィ
ク
教

の
聖
地
で
祈
る
の
か
、
と
の
筆
者
の
質
問
に
彼
は
「
ア
ム
リ
ッ
ト
サ

ル
出
身
の
自
分
に
と
っ
て
、
宗
教
に
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
は
来
た
ら
祈

る
場
所
だ
」
と
答
え
た
。
カ
ー
デ
ィ
ヤ
ー
ン
の
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
の

モ
ス
ク
も
地
元
の
小
学
生
の
遠
足
訪
問
地
で
あ
っ
た
。
生
徒
も
教
師

も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
が
多
い
の
に
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
来
る
の

か
、
と
い
う
筆
者
の
質
問
に
居
合
わ
せ
た
引
率
者
は
「
地
元
の
聖
者

は
皆
尊
い
。
宗
教
は
問
題
で
は
な
い
」
と
答
え
た
（
と
も
に
二
〇
一

七
年
三
月
）。

（
13
）　

ア
ム
リ
ッ
ト
サ
ル
と
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
の
発
祥
地
、
カ
ー
デ
ィ

ヤ
ー
ン
は
六
二
キ
ロ
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
車
で
二
時
間
弱
で
行
き

来
で
き
る
。

（
14
）　

た
だ
し
近
年
で
は
イ
ン
ド
的
な
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
の
影
響
を

教
義
か
ら
排
そ
う
と
す
る
志
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
15
）　

空
間
分
離
の
方
法
や
程
度
に
つ
い
て
は
差
が
あ
り
、
ア
フ
マ

デ
ィ
ー
ヤ
移
民
の
日
本
で
の
そ
れ
や
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
二
〇
一
〇
年

代
の
空
間
分
離
は
エ
ジ
プ
ト
の
二
〇
〇
〇
年
代
の
そ
れ
よ
り
徹
底
し

て
い
た
。
ま
た
婚
前
交
渉
へ
の
忌
避
感
情
は
エ
ジ
プ
ト
の
ム
ス
リ
ム

に
も
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
・
ム
ス
リ
ム
に
も
強
く
見
ら
れ
た
。
イ
ス
ラ
ー

ム
が
そ
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ

を
一
元
的
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
16
）　

詳
細
は
（
嶺
崎　

二
〇
一
七
）
を
参
照
の
こ
と
。
経
済
的
に
困

窮
し
た
信
徒
に
、
筆
者
が
当
座
の
生
活
費
を
融
通
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
際
、
借
用
書
に
署
名
を
済
ま
せ
た
直
後
に
彼
は
真
っ
先

に
、
カ
リ
フ
に
状
況
を
伝
え
、
自
分
と
家
族
の
た
め
に
神
に
祈
り
を

捧
げ
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
手
紙
を
書
い
た
。

（
17
）　

こ
の
条
例
は
ク
ル
ア
ー
ン
侮
辱
罪
等
を
も
含
み
、
厳
密
に
は
ア

フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
以
外
の
非
ム
ス
リ
ム
に
も
適
用
さ
れ
る
余
地
が
あ
る

こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
18
）　http://edition.cnn.com

/2010/W
O

R
L

D
/asiapcf/05/28/

pakistan.violence/index.htm
l

（
19
）　

そ
の
背
景
に
は
、
裕
福
で
高
等
教
育
を
受
け
た
層
に
信
徒
が
多

く
社
会
的
な
影
響
力
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
信

徒
た
ち
は
信
じ
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
初
代
外
相
の
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ザ
フ
ァ
ー
ル
ッ
ラ
ー
・
ハ
ー
ン
な
ど
、
政
府
の
高
官
や
軍
に
信

徒
が
多
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
20
）　

最
新
の
も
の
は
以
下
。A

m
nesty International. 2016? The 

Im
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y Law
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w

w
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m
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ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
は
全
て
二
〇
一
八
年

一
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧
。
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